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200万分の1地質編集図(日本鉱床分布図)

日本の硫黄･硫化鉄｡

石膏･重晶石鉱床分布図
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地質調査所は鉱床部を中心として北海道支所各出

張所の協力を得て,金属鉱床,非金属鉱床の調査研究を

進めてきた.これらの調査研究の成果はそれぞれの時

点でまとめられ公表されてきたが鉱種別に1枚の地

図に鉱床の産状や規模を表現したのカミこの日本鉱床分

布図のシリｰズである.今度発売される｢日本の硫黄･

硫化鉄･石膏･重晶石鉱床分布図｣は4種の鉱床を型

式別,生産規模別に纏めたもので硫黄鉱山75,硫化

鉄鉱鉱山177,石膏鉱山31,重晶石鉱山17,を地

質図を背景にプロットしてある.

これらのうち硫化鉄鉱石膏重晶石は単独で鉱

床をたすこともあるカミ多くの場合銅鉛亜鉛の鉱

床に伴校って産出する.石膏鉱山31のうちには花輪,

花岡石見鉱山など重晶石鉱山!7のうちには上北,

小坂花岡鉱山などが取上げられている.しかしこれら

の鉱山はいづれも副産物として大量に石膏重晶石を産

するということで鉱山名としては例えば花岡銅鉱山

と呼ぶことはあっても花岡重晶石鉱山と呼ぶことはな

い.この点は注意しよう.

この地図は種々と面白いことを教えてくれる.日本

の硫黄鉱床は第四紀の火山に伴なって産出することはよ

く知られていることであるがその生産量からみる元素

の濃集度は圧倒的にいわゆる“那須火山帯"上に集中

していることが解かる.これはその著しい例といえよ

う.また重晶石は殆んど北海道道南部と北秋田から

のみ回収されているカミ北秋田では黒鉱鉱床から回収さ

れ北海道では金属を伴なわない鉱床として産出して

いる.

さらに硫黄鉱では北海道の奥尻島硫黄カミ主要系列

からはずれていること能登半島の石膏鉱山も地理的に

は特異な位置を占めていることなど興味深いものがある.

200万分の1r日本の硫黄･硫化鉄･石膏･重晶石鉱

床分布図｣は大規模なスケｰルでの鉱床探査地球的

規模の鉱床生成に関する研究には欠せない資料と云えよ

う.
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